
 

 

１ 主題構成表 

主題名 「友情の尊さ」（中学校第２学年）               資料名「違うんだよ、健司」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 内容項目２－（３） 

 友情の尊さを理解し、心から信

頼できる友達をもち、互いに励ま

し合い、高め合う。 

■ 価値の分析 

・真の友情とは、相互に変わらな

い信頼があって成り立つもので

あり、相手に対する敬愛の念が

なければならない。それは、相

手の人間的な成長を願いなが

ら、互いに励まし合ったり、高

め合ったりする関係である。し

かし、中学生のこの時期は、集

団の中で一人になることを極端

に恐れるため、表面だけ合わせ

て同調している場合も多い。本

当の友達とは何かを考えさせ、

相手の成長を心から願って互い

に励まし合い、忠告し合える仲

間関係を育てることが大切であ

る。 

・中学生の時期は、交際範囲も広

がり様々な人間関係の中で生活

を送るようになる。その中で、

生徒一人一人に友達を信頼する

ことの素晴らしさや喜びを実感

させることによって、友達のよ

さを素直に受け入れようとする

態度を身に付けさせることが大

切である。 

 

■ 資料の分析 
・生活が乱れがちになった耕平

を心配して、転校してきた健

司と主人公の３人で親戚の家

に遊びに行こうと誘う。そこ

で出会った健司の祖母とその

友達の会話や様子を見て、３

人は、友達とは本来どうある

べきかについて考え、気付い

ていくという資料である。 

・ショッピングセンターで、健

司に「そんなのが友達と言え

るのか。」と言われた僕の、

適当に合わせておいた方が気

楽でいいんだという気持ちに

共感させる。 

・「いや、ちょっとな。」と耕

平に言われた僕が、耕平のこ

とを気になりながらも、何も

できないでいる気持ちに共感

させる。 

・互いの心のうちにある思いや

悩みを語り合うことができた

ことを喜ぶ３人から、よりよ

い友達関係を築こうとするこ

とで得られるすばらしさに触

れ、本当の友情について気付

かせることができる。 

■ 内容項目から見た生徒の実態 

（意識） 

・小学校からの人間関係の延長

で、自分のことを理解してくれ

る仲間と一緒にいることが友情

だと思っていることが多い。 

・相手や周りに合わせた行動をす

ることが、仲のよい友達関係だ

と捉えている。 

（要因） 

・所属する仲間から外れることに

対する不安から、自分と考えが

違っても共感し、安心感を得よ

うとしている。 

・友達とはどういうものなのかが

よく分からなかったり、心から

信頼し合える友達のつくり方も

知らなかったりするため、人間

関係が希薄である。 

 

■ ねらい 

 相手の状況を気遣い、親身になって関わろうとすることが、信頼し合える友情を育むことに気付き、互い 

に認め合い励まし合おうとする心情を育てる。 

■ 展開の構想 

・ショッピングセンターで、健司に「そんなのが友

達と言えるのか。」と言われた僕の、適当に合わ

せておいた方が気楽でいいんだという気持ちに共

感させる。 

・「いや、ちょっとな。」と耕平に言われた僕が、

耕平のことを気になりながらも、何もできないで

いる気持ちに共感させる。 

・夏の大三角を見ながら話す３人から、よりよい関

係を築こうとすることで得られる喜びに触れ、本

当の友達とはどういうものなのかに気付かせる。 

・よりよい関係を築こうとしている仲間を素直に認

め、互いに高め合える関係を大切にしていこうと

する意欲を高める。 

■ 基本発問（◎中心発問） 

○ショッピングセンターで、健司に「そんなの

が友達と言えるのか。」と言われた僕は、ど

んな気持ちだったのだろう。 

 

○「いや、ちょっとな。」と耕平に言われた僕

は、どうしてそれ以上聞かなかったのだろ

う。 

 

◎夏の大三角を３人で見ながら。僕はどんなこ

とを思っているのだろう。 

 

○これまでの自分の友達関係を振り返って、考

えたことをノートに書きましょう。 



 

 

２ 学習指導過程 

 基本発問と予想される生徒の反応 指 導・援 助 

導

入 

◇資料への興味を高める。 

○自分にとって友達とは何ですか。 

・仲が良くていつも一緒に遊ぶ仲間。 

・遊んだり、話をしたりする楽しい仲間 

・友達とは何かについて交流することで、それ

ぞれが友達に求めていることには違いがある

ことに気付き、価値への気付きを促す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

展 

 

 

開 

 

 

前 

 

 

段 

◇資料提示（教師の読み聞かせ）をする。 

○感想を交流する。 

・「そんなのが友達と言えるか。」ということを言え

る健司はすごいなあと思った。自分は言えないな。 

・お互いのことが分かり合えるこういう仲間関係がつ

くれるといいなあと思った。 

○ショッピングセンターで、健司に「そんなのが友達

と言えるか。」と言われた僕は、どんな気持ちだった

のだろう。 

・別に普通じゃないか。 

・堅いことを言うなよ。 

・適当に合わせておいた方が気楽でいいんだよ。 

○「いや、ちょっとな。」と耕平に言われた僕は、ど

うしてそれ以上聞かなかったのだろう。 

・聞いてはいけないことなのかなと思ったから。 

・あまり大したことではないのではないかと思ったか

ら。 

・耕平のことが気になるけれど、耕平が言わないなら

ば、聞かない方がいいかもと思ったから。 

◎夏の大三角を３人で見ながら、僕はどんなことを思

っているだろう。 

・本当の友達っていいなあ。 

・健司のおかげで本当の友達というものが分かった。 

・適当な関係でいいと思っていた僕は、耕平にとって

も健司にとっても本当の友達ではなかった。 

 

 

 

 

・表面だけ合わせて付き合うのではなく、相手のこと

を考えて行動できるのが、本当の友達なのではない

か。 

・相手に対して思うことが言える関係を築くことが、

本当の友達をつくることになるのではないか。 

 

・僕、耕平、健司の人物設定をはっきりさせて

おく。 

・どの場面に着目したかをつかみ、基本発問や

中心発問での意図的指名に生かす。 

 

 

・耕平に対して適当に合わせている僕であるこ

とに気付かせる。 

 

 

 

 

・耕平のことが気になりながらも、何もできな

いでいる主人公の心の葛藤に共感させる。 

 

 

 

 

 

・表面だけ合わせて同調していた自分から、相

手のことを真に考え行動できるようになった

変容に着目させ、よりよい関係を築こうとす

る喜びに触れさせる。 

 

 

 

 

 
 
 

・本当の友達とは何かを考えさせ、相手の成長

を心から願って互いに励まし合い、忠告し合

える信頼関係を築いていくことの大切さに気

付かせる。 

展

開

後

段 

○これまでの自分の友達関係を振り返って、考えたこ

とを道徳ノートに書きましょう。 

・本当に高め合える友達関係を築くのはとても難しい

ことだ。自分も分かっているが、周りに同調してし

まうことがよくあった。相手のことを考え行動して

いくことで、本当の友達関係を築いていきたい。 

・よりよい関係を築こうとしている仲間を素直

に認め、互いに高め合える関係を大切にして

いこうとする意欲を取り上げ、価値付けてい

く。 

 

終

末 

◇教師の説話 

・相手の成長を願い、共によりよくなろうとする関係

を築くことが大切だと気付いた経験を語る。 

・互いに尊重し、高め合おうとすることへの素

晴らしさに触れることで、実践への意欲を喚

起する。 

【深めの発問】 
 本当の友達とはどういう友達のことを言うのだ
ろう。 

●言語活動の充実 
 健司たち三人の友達についての話合いを
通して、多様な感じ方や考え方に接し、異
なる視点からの価値について気付かせ、本
当の友達についての感じ方や考え方を深め

る。 



 

 

３ 道徳の時間（本時）と他の教育活動との関連 

       〈場の内容・ねらい〉              〈生徒の意識〉            〈指導・援助〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

道徳の時間 
「違うんだよ、健司」 
内容項目２－（３） 
・相手の成長を願い、尊重し合える仲間
関係の大切さに気付き、友達を心から
信頼し、互いに励まし合い、高め合お
うとする心情を育てる。 

学級活動 

「係活動をやりきろうキャンペーン」の

まとめ 

・キャンペーンができたかできなかった

かのみの話し合いではなく、このキャ

ンペーンを通して学んだ本当の友達、

仲間とはどういうものなのかを明らか

にし、実際にそういった姿になってい

た仲間関係を価値付ける。 

・２学期の始めに決めた、

目指す自分の姿になれる

ように、仲間に声をかけ

て最後まで自分の係をや

りきりたい。     

・班の仲間の係にも積極的
に協力して、ともに動い

ていけるようにしていき

たい。 

・○○さんには、なかな
か言いにくいな。 

・強く言ってしまうと、
嫌われてしまわない
か、仲間外れにされな
いか不安だ。 

・自分もこの３人のよう
に高め合える友達関係
を築いていきたい。相
手のことを考えて、行
動していくことで、本
当の友達関係を築いて
いきたい。 

・自分が班長として○○
さんのことを考えて声
をかけたことで、班の
仲間が協力してくれ
て、○○さんもそれに
応えてくれた。これか
らは、自分も仲間を支
えたいし、お互いに鍛
えていけるような仲間
関係を築いていきた
い。 

・係活動を通して成長で
きたのは、仲間のこと
を考えて声をかけてい
き、それを聞いた仲間
が支えてくれたり協力
してくれたりしたから
だ。そんな仲間を大切
にしていきたいし、さ
らに高め合っていきた
い。 

・２学期にできている
ことと、できていな
いことの事実を洗い
出す。そこで特に仲
間に呼びかけないと
できないようなキャ
ン ペ ー ン を 位 置 付
け、クラスの仲間関
係の問題点を顕在化
する。 

 

・その日の事実の振り
返りを中心に行い、
「 な ぜ で き た か 」
「なぜできなかった
か」を明らかにして
いく。 

・互いに尊重し、高め
合おうとすることの
素晴らしさに触れる
ことで、実践への意
欲を高める。 

 

・互いに高め合いたい

という思いで相手の

ことも考え、係活動

に徹している生徒の

姿と意識を通して、

行き詰まりを感じて

いる生徒には、乗り

越えた仲間の成長ぶ

りやそのときの思い

を紹介する。 

・お互いの仲間関係を
向上させようと、乗
り越えた生徒たちの
姿を見逃さず、事実
で 語 れ る よ う に す
る。乗り越えた生徒
たちの気持ちを引き
出し、その価値の高
さ を 位 置 付 け て い

く。 

帰りの会 
「係活動やりきろうキ
ャンペーン」の振り
返り 

・なかなか呼びかけが
できない、呼びかけ
があっても応えない
事実に対して問題意
識をもたせる。 

清掃活動 
・お互いに声を
かけ合い、協
力しながら活
動を行うこと
で、２学期の
終わりに向け
て、精一杯活
動をやりきる
ことができる
ようにする。 

朝の会 
「係活動や
りきろう
キャンペ
ーンの確
認」 

学級活動 
「係活動の振り返り」 
・２学期の終わりに向けて、精一杯活動
をやりきることができるようにする。 

・目指している姿の実現に向けて取り組
めていることを確認する中で、仲間が
協力してくれた事実を交流し、支え合
えた姿を確認する。 

・「係活動やりきろうキャンペーン」の
方法や、達成基準の設定について話し
合う。 

教科等 
・自分たちで授
業をつくり上
げていきたい
という意識を
持たせ、授業
中にお互いに
声をかけ合い
進めていける
ように協力す
る姿を増やし
ていく。 



 

 

違
う
ん
だ
よ
、
健
司 

 
夏
休
み
明
け
、
一
人
の
転
校
生
が
や
っ
て
き
た
。
日
焼
け
し
た
精
悍

せ
い
か
ん

な
感
じ
で
あ
る
。
名
前
は
米
村
健
司
。 

健
司
は
、
僕
と
耕
平
の
所
属
し
て
い
る
野
球
部
へ
入
っ
て
き
た
。
三
人
と
も
家
が
近
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
登
下 

校
が
一
緒
に
な
り
、
共
に
過
ご
す
時
間
が
長
く
な
っ
て
い
っ
た
。 

付
き
合
っ
て
み
る
と
、
健
司
は
何
事
も
積
極
的
で
、
は
っ
き
り
と
も
の
を
言
う
。
あ
る
日
の
掃
除
の
時
、
耕
平 

が
ほ
う
き
を
バ
ッ
ト
に
し
て
振
っ
て
い
た
ら
、
さ
っ
そ
く
、
健
司
が
、 

「
早
く
し
よ
う
や
。
」 

と
、
注
意
す
る
。
耕
平
が
大
げ
さ
に
肩
を
す
く
め
た
の
で
、
僕
も
ま
ね
て
肩
を
す
く
め
た
。
健
司
は
、
鋭
い
目
つ 

き
で
、
ち
ら
っ
と
僕
の
方
を
見
た
。 

あ
る
日
、
三
人
で
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
出
掛
け
た
時
の
こ
と
。
自
転
車
置
き
場
が
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
が
、 

耕
平
は
、
無
理
に
押
し
込
ん
だ
。
僕
が
ど
う
し
よ
う
か
と
迷
っ
て
い
る
と
、 

耕
平
が
、 

「
そ
の
辺
に
突
っ
込
ん
で
お
け
ば
い
い
ん
だ
よ
。
」 

と
、
僕
を
せ
か
し
て
さ
っ
さ
と
行
っ
て
し
ま
っ
た
。
慌
て
て
自
転
車
を
突
っ 

込
も
う
と
す
る
と
、
健
司
が
言
っ
て
き
た
。 

「
お
ま
え
、
い
つ
も
耕
平
に
合
わ
せ
て
い
る
け
ど
、
そ
れ
で
い
い
の
か
。
」 

「
別
に
。
そ
れ
が
普
通
じ
ゃ
な
い
か
。
」 

「
そ
う
か
な
あ
。
そ
ん
な
の
が
友
達
と
言
え
る
か
。
」 

「
お
ま
え
、
堅
い
ん
だ
よ
。
お
互
い
に
適
当
に
合
わ
せ
た
付
き
合
い
が
最
高

な
ん
だ
よ
。
」 

そ
う
言
っ
て
僕
は
、
耕
平
の
後
を
追
っ
た
。 

こ
ん
な
調
子
で
一
年
近
く
た
っ
た
二
年
生
の
七
月
の
こ
と
だ
っ
た
。
あ
る 

日
、
健
司
が
話
し
掛
け
て
き
た
。 

「
お
い
、
こ
の
頃
耕
平
、
変
じ
ゃ
な
い
か
。
」 

「
そ
う
だ
な
あ
。
部
活
も
休
む
し
、
授
業
中
も
よ
く
居
眠
り
を
し
て
い
る

な
。
」 

「
何
か
あ
っ
た
の
か
な
。
」 

と
、
健
司
は
心
配
そ
う
に
言
っ
た
。 

「
気
に
な
る
ん
だ
っ
た
ら
、
お
ま
え
が
聞
け
ば
い
い
じ
ゃ
な
い
か
。
」 

「
聞
い
て
み
た
よ
。
だ
け
ど
、
あ
い
つ
何
に
も
言
わ
な
い
ん
だ
。
お
ま
え
、
幼
な
じ
み
だ
ろ
。
聞
い
て
み
て
く
れ

よ
。
」 

僕
も
最
近
の
耕
平
は
少
し
変
だ
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
そ
れ
と
な
く
聞
い
て
み
た
。 

耕
平
は
、
一
瞬
、
驚
い
た
よ
う
な
顔
を
し
た
。
し
か
し
、 

「
い
や
、
ち
ょ
っ
と
な
。
」 

と
言
っ
た
き
り
で
、
何
も
詳
し
い
こ
と
は
言
お
う
と
し
な
い
。
も
う
そ
れ
以
上
何
も
聞
い
て
は
い
け
な
い
の
だ
と
、 

そ
の
時
の
僕
は
思
っ
て
い
た
。 

何
も
聞
け
な
い
ま
ま
、
夏
休
み
に
入
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
ん
な
折
、
健
司
か
ら
思
い
が
け
な
い
提
案
が
あ
っ
た
。 



 

 

「
お
い
。
耕
平
を
誘
っ
て
Ｇ
町
に
行
か
な
い
か
。
盆
踊
り
が
す
ご
い
ん
だ
ぜ
。
」 

「
分
か
っ
た
。
い
い
よ
。
」 

翌
日
、
健
司
と
二
人
で
耕
平
の
家
に
向
か
っ
た
。 

「
い
や
、
僕
は
…
…
、
無
理
だ
。
二
人
だ
け
で
行
っ
て
く
れ
。
」 

「
な
あ
、
そ
う
言
わ
ず
に
一
緒
に
行
こ
う
よ
。
」 

と
、
押
し
問
答
を
し
て
い
る
と
、
耕
平
の
お
母
さ
ん
が
、 

「
耕
平
、
せ
っ
か
く
誘
っ
て
く
れ
て
い
る
ん
だ
か
ら
、
一
緒
に
行
っ
て
き
た
ら
。
」 

「
で
も
、
お
母
さ
ん
が
…
…
。
」 

「
い
い
の
、
い
い
の
。
行
っ
て
き
な
さ
い
。
」 

 

Ｇ
町
に
着
い
た
三
人
は
、
健
司
の
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
大
歓
迎
さ
れ
た
。
夕
方
、
町
に
出
る
と
大
勢
の
人
が
踊
っ
て 

い
る
。
最
初
は
見
る
だ
け
だ
っ
た
が
、
僕
た
ち
も
盆
踊
り
の
輪
の
中
に
入
り
、
結
構
夢
中
に
な
っ
た
。 

踊
り
疲
れ
て
帰
っ
て
く
る
と
、
家
の
中
か
ら
に
ぎ
や
か
な
声
が
す
る
。
何
ご
と
だ
ろ
う
か
と
思
い
な
が
ら
戸
を 

開
け
る
と
、
二
人
の
見
知
ら
ぬ
お
ば
あ
さ
ん
が
台
所
に
立
っ
て
い
る
。
僕
た
ち
の
驚
い
た
様
子
を
見
た
ば
あ
ち
ゃ 

ん
は
、 

「
い
や
ぁ
。
お
節
介
な
ば
あ
さ
ん
た
ち
な
ん
だ
よ
。
」 

と
言
う
。 

「
何
言
っ
て
ん
だ
。
あ
ん
た
の
孫
と
友
達
に
、
鮎あ

ゆ

を
食
べ
さ
せ
よ
う
と
思
っ
て
持
っ
て
来
た
ん
だ
。
こ
れ
は
親
切

と
い
う
も
ん
だ
よ
。
」 

と
、
三
人
の
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
は
い
か
に
も
楽
し
そ
う
に
言
い
合
っ
て
い
る
。 

そ
の
夜
、
僕
た
ち
は
、
三
人
の
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
晩
ご
飯
を
一
緒
に
食
べ
た
。
お
ば
あ
さ
ん
の
一
人
は
、
健
司
の 

ば
あ
ち
ゃ
ん
と
幼
な
じ
み
で
、
も
う
一
人
の
お
ば
あ
さ
ん
は
結
婚
し
て
Ｇ
町
に
来
た
の
だ
そ
う
だ
。
そ
の
お
ば
あ 

さ
ん
が
、 

「
今
で
は
み
ん
な
家
族
み
た
い
な
も
ん
じ
ゃ
。
隠
し
事
の
一
つ
も
で
き
ん
。
」 

と
、
言
っ
て
嬉う

れ

し
そ
う
に
笑
っ
て
い
る
。 

食
事
の
後
、
僕
た
ち
は
庭
に
出
た
。
星
が
き
れ
い
だ
っ
た
。
川
の
せ
せ
ら
ぎ
も
聞
こ
え
る
。
頬
に
当
た
る
風
が 

心
地
よ
い
。
僕
た
ち
三
人
は
妙
に
無
口
に
な
っ
た
。
今
日
の
三
人
の
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
を
思
い
浮
か
べ
て
い
る
と
、

「
そ
ん
な
の
友
達
と
言
え
る
か
。
」
と
い
う
健
司
の
言
葉
が
、
僕
の
中
に
よ
み
が
え
っ
て
き
た
。
ふ
と
耕
平
を

見
る
と
、
沈
ん
だ
様
子
で
う
つ
む
い
て
い
る
。 

「
耕
平
、
ど
う
し
た
ん
だ
。
」 

と
、
僕
が
聞
く
と
、
耕
平
が
ボ
ソ
ッ
と
つ
ぶ
や
い
た
。 

「
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
、
元
気
で
い
い
な
あ
。
」 

「
え
っ
。
」 

「
実
は
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
…
…
。
」 

と
、
ぽ
つ
り
ぽ
つ
り
と
話
し
始
め
た
。 

「
こ
の
頃
変
な
ん
だ
。
…
…
も
の
忘
れ
が
ひ
ど
く
な
っ
て
、
何
度
も
同
じ
こ
と
を
言
う
よ
う
に
な
っ
た
と
思
っ
て

い
た
ら
、
こ
の
頃
は
家
を
出
て
行
っ
て
帰
っ
て
来
れ
な
く
な
る
ん
だ
。
昼
で
も
夜
で
も
お
構
い
な
し
で
ね
。
だ

か
ら
何
か
物
音
が
す
る
と
、
ど
こ
か
に
行
っ
た
ん
で
は
な
い
か
と
一
晩
中
気
が
気
で
な
く
て
…
…
。
」 



 

 

「
そ
う
か
、
そ
う
だ
っ
た
の
か
。
」 

「
で
も
時
々
は
い
つ
も
の
普
通
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
な
ん
だ
。
こ
の
間
…
…
僕
の
顔
を
よ
く
見
せ
て
お
く
れ
っ
て
…

…
。
憶
え
て
お
き
た
い
っ
て
…
…
。
言
う
ん
だ
よ
。
」 

耕
平
の
声
は
途
切
れ
た
。
黙
っ
て
聞
い
て
い
た
健
司
が
、 

「
耕
平
。
ご
め
ん
。
話
し
に
く
い
こ
と
だ
っ
た
の
に
、
こ
の
間
か
ら
言
え
、
言
え
っ
て
。
ご
め
ん
。
俺
は
お
節
介

だ
っ
た
ん
だ
。
」 

「
違
う
ん
だ
よ
、
健
司
。
お
節
介
な
ん
か
じ
ゃ
な
い
よ
。
な
あ
、
そ
う
思
う
だ
ろ
う
。
」 

と
、
耕
平
が
僕
の
方
を
見
た
。 

「
そ
う
だ
よ
、
お
節
介
じ
ゃ
な
い
よ
。
健
司
が
大
事
な
こ
と
を
教
え
て
く
れ
た
と
、
僕
は
思
っ
て
い
る
。
」 

「
俺
、
転
校
が
多
く
て
、
早
く
友
達
に
な
り
た
く
て
、
つ
い
お
節
介
す
る
ん
だ
よ
。
俺
も
友
達
が
で
き
て
嬉う

れ

し
い

よ
。
」 

「
耕
平
、
僕
に
何
か
で
き
る
こ
と
が
あ
っ
た
ら
言
っ
て
く
れ
よ
。
」 

空
を
見
上
げ
る
と
、
真
上
に
夏
の
大
三
角
が
明
る
く
輝
い
て
い
た
。 
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（
平
成
二
十
四
年
三
月 

文
部
科
学
省
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